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アルコール(C4, C8, C12, C18)の各種マルトース配糖体を化学的に合成し、これに対して、糖鎖供
与体としてのオリゴ糖の存在下,CGTase を作用させたところ,それらの糖鎖に１－２個のグルコー






なったので,趙 海氏は幾つかのアルコール性の香料の配糖体を合成し,これに対して CGTase を
作用させる事によって糖鎖を延長する事に成功した。これらの物質は香りを呈さない
が,glucoamilase, α-glucosidase, β-glucosidase を同時に作用させると加水分解が起こり再び香りを発
する事を明らかにした。以上の研究結果はバイオサーファクタントを含む糖脂質の物理化学的性
質を変える一つの方法として意義が深く,今後の幅広い応用が期待される。 
従って,以上のような研究成果は博士（農学）の学位に十分値するものと判断した。 
